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【研究目的】

 京劇戯曲舞踊の表現は身体 を分割 し各部位に多

様な技法が創 られ, 技法を繋げるだけで人物が表

現できる独特な方法を持っている。本研究は京劇

戯曲舞踊の表現における身体各部位の役割や特徴

を探ることを目的 とする。これまで発表 した頭部

と手の表現の考察に続き,『中國舞譜』における

中国舞踊の足の表現技法 と, 京劇の足の表現の分

析 とを照らし合わせ, 京劇戯曲舞踊における足の

表現の役割及び特徴を明らかにする。

【研究方法】

1.『 中國舞譜』に分類 されている足 の表現技法

「足部動作」 と 「腿部動作」の特徴を文献 より考

察する。2. VTRフ ィルムから京劇各役柄に共通す

る足の表現の特徴を導き出す。3. 1. と2. の結果か

ら京劇戯曲舞踊における足の表現の役割及び特徴

を明らかにする。

【結果及び考察】

1.『 中國舞譜』に整理されている足の表現技法は

足のステップやポジションを中心とする 「足部動

作」と, 腿部の動 きを中心 とする 「腿部動作」に

分けられ, 技法用語における中日の対照及び主な

技法内容を表1に まとめた。

 動作説明から次のように考察できる。(1)足の表

現技法は, 動きの若干の変化によって, 性別 と身

分の異なる 「人物像を描写する表現」 と, 動 きに

よってその人物が何をしているかがわかる 「状況

を強調する表現」 と, 楽 しいや苦 しい等の 「心情

表現」との3つ に分けられる。(2)「足部動作」に

おいて,「普通歩法」 と 「異常舞歩基本位置」に

は表現の特徴が見られない。「舞式歩法」44技 法

のうち, 人物像 を描写する表現は18技 法, 状況を

強調する表現は8技 法, 心情表現は7技 法を占め

ていることから, 足のステップは主に人物像の描

写を表現するが状況の強調, 心情表現の役割 も

もっていることがわかる。(3)「腿部動作」におい

て 「腿部攣曲」8技 法は下肢基本訓練であ り, 表

現の特徴は見 られない。他に武術を取 り入れた表

現は20技 法, 威容のある人物の表現は3技 法, 舞

踊の表現は4技 法があ り, 全て人物像の描写を強

調する表現である。腿部を中心 とする動 きは, 人

物像の描写 における武術の表現に欠かせないこと

を示 している。

2. 足の表現において, 部位の動 きと全体の動きの

両側面から考察を行なった。部位の動きにおいて

関連する身体の部位を大腿, 下腿, 足部の3つ に

分け, 全体の動 きにおいては流れる動きとポーズ

の2つ に分けてVTRフ ィルムを分析 し, 足の動き

を記録 した。足の表現の特徴を表2に まとめた。

 男女別, 文武役の足の表現ははっきりと決めら

れている。歩 くや走る表現が基本となってお り, 

経路が円や曲線を描 くことや, 特定の表現によっ

て具体的行動を表示することが共通の特徴である。

従って, 足の表現は人物像を強調する役割をもっ

ている一方, 具体的行動 を表示 していることが明

らかである。 また他の部位が走ることや激 しく動

く足の表現に影響されないように, 身体の重心 を

やや低 くし異なった表現をするところに, 身体を

分割する表現が他部位よりも顕著に表われている。

3. 以上の結果から京劇戯曲舞踊における足の表現

の役割及び特徴は, 次の2点 があげられる。(1)

足の表現は, 役柄の性別や身分を区別 し, 人物像

の描写を強調 し, 具体的行動を表示することや状

況の強調を表現する役割をもっている。(2)足

の表現によって, 身体を分割 し表現 している特徴

を他部位の表現よりさらに強調する。

 各部位 は各々異なった明確な役割をもっている

ゆえ, 部位別の技法を繋げた表現方法が成 り立つ

のであると考える。今後は引 き続 き腰胴表現を考

察し, 京劇戯曲舞踊の表現=部 位の技法を繋げる

表現 とその関係 を明らかにすることを次の課題に

したい。

表1「 『中國舞譜』-「 足部」と 「腿部」動作の技法」

表2「 足の表現の特徴」
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